
血液内科 研究業績 （2024年） 

学会発表 

1. 波多野友美、吉岡睦展、小林由美子、杉生雅和、高子優子、正木耕一、今戸健人、森亜子、清水義文 

新型コロナウイルスワクチン接種後に血小板減少を来した特発性血小板減少性紫斑病の 2症例 

第 45回日本病院薬剤師会近畿学術集会．口演．2024/1/27.和歌山 

 

2. 西川大亮、大野美穂、加藤正輝、中筋幸司、今戸健人、清水義文、松尾祥平、松田育雄 

MYD88L265変異が診断の契機となった IgG-κ型リンパ形質細胞性リンパ腫の一例 

第 25回日本検査血液学会学術集会．口演．2024/7/20.広島 

 

3. 永田和美、今戸健人、山本哲久、田中紀光、森亜子、清水義文、正木耕一、吉岡睦展 

多発性骨髄腫におけるレナリドミドの皮疹に Th2ケモカイン（TARC）を測定した症例の検討 

第 86回日本血液学会学術集会．ポスター．2024/10/11．京都 

 

４． 小林由美子、波多野友美、澁谷奈穂、近藤万友美、高子優子、吉岡睦展、田中紀光、今戸健人、森亜子、清水義文 

   宝塚市立病院における医原性免疫不全関連リンパ増殖性疾患（OIIA-LPD）を生じた症例の検討 

第１２１回近畿血液学地方会．口演．2024/11/16．京都 

 

５． 今戸健人、藤田佳之、田中紀光、森亜子、清水義文 

MYD88L265変異を認めたため辺縁帯リンパ腫との鑑別ができた IgG-κ陽性リンパ形質細胞性リンパ腫の一例 

第１２１回近畿血液学地方会．口演．2024/11/16．京都 


